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Ⅰ． 目的 

 歯根膜の圧感覚受容器を有さないインプラント

治療における咬合は，天然歯よりも注意が必要で

あると報告されている．その咬合を決定する重要

な因子は咬合採得である． 

 しかし，これまでの補綴臨床では咬合採得の信

頼性が乏しく，その再現性を疑問視する内容の報

告も多い．これは咬合採得材の挿入後における咬

頭嵌合位が，挿入前の咬頭嵌合位と同じ咬合位で

あるか，また咬合採得材の硬化時間内に咬頭嵌合

位の保持ができているかが不確実であることによ

る． 

 この問題に対し,山本ら1)はデジタル式顎運動計

測装置を用いた咬合採得を行った結果，コンピュ

ータ支援による視覚情報をもとに咬合採得を行う

ことで顎間関係の記録のばらつきを少なくするこ

とができることを証明し，この方法の有用性を報

告している． 

 そこで今回，咬合採得時の顎位の保持が困難な

下顎片側遊離端欠損症例のインプラント治療にお

いて，富澤ら2)の方法を用いた咬合採得で補綴装置

を作製した症例について，補綴装置装着前後の咬

合接触面積を比較しその有用性について検討した

ので報告する． 

 

Ⅱ． 方法 

 患者は，下顎片側遊離端欠損を有する4名である． 

 患者のうち1名は，咬合採得する顎位を習慣性閉

口運動終末位とした． 

 3名の患者は採得する顎位を咀嚼終末位とした．

咀嚼終末位の決定にはガム（フリーゾーン，ロッ

テ，東京，日本）1/2枚を使用した．このガムを十

分に軟化させた後に，咀嚼を行わせた際の上下顎

歯列が接触する顎位とした．この下顎位をデジタ

ル式顎運動計測装置（ARCUSdigmaⅡ，カボデン

タルシステムズジャパン，東京，日本）の計測モ

ジュールAdduction Fieldで再現し，採得する咬合位

（ターゲットエリア）と設定した2)． 

 咬合採得法は4名の患者とも，咬合盤を用いた咬

合印記法とした． 

 インプラント上部構造の装着前後における咬合

接触面積の検査材にはシリコーン系咬合採得材

（GN-1 CADシリコーン，ジーシー，東京，日本）

を用いた．採得した咬合採得材を咬合平面に並行

となるようにトリミングを行い，インプラント上

部構造部分をマスキングした後，歯接触分析装置

（バイトアイBE-I，ジーシー，東京，日本）で咬

合接触面積を測定した．測定した咬合接触面積を

補綴装置装着前後で比較した． 

 

Ⅲ． 結果と考察 

 下顎片側遊離端欠損症例に対し，2種類の術式に

よる咬合採得でインプラント補綴装置を作製した

結果， 

 1. ARCUSdigmaIIのAdduction Fieldを用いず，

習慣性閉口運動終末位を採得した患者では，

補綴装置装着前後で咬合接触面積が大きく

変化した． 

 2. ARCUSdigmaIIのAdduction Fieldを用いた咬

合採得を行った患者では，補綴装置装着時

に咬合調整を必要としなかった． 

 3. ARCUSdigmaIIのAdduction Fieldを用いた咬

合採得を行った患者では，補綴装置装着前

後で咬合接触面積が一致した者が1名，近似

していた者が2名であった． 

 以上の結果から，ARCUSdigmaIIの Adduction 

Fieldによる咬合採得法を用いることで，下顎片側

遊離端欠損インプラント症例における上部構造作

製に有用であることが示唆された． 
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